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(単位：ha，千円，%)

地 区 名 所　　在　　地 工期
受益 面積

(ha)
総 事 業 費
( 千 円 )

進 度
(H23)

事　　業　　概　　要 備　　考

王 沢 一迫 H9～H25 246.1 4,954,000 97.4% 区画整理A=246.1ha 担い手育成型

大 里 瀬峰 H9～H27 219.7 3,389,000 86.4% 区画整理A=219.7ha,集落排水路L=0.4km 担い手育成型

川 北 若柳･金成･一関市(花泉)
H10～
H26

310.0 4,765,000 66.2% 区画整理A=310.0ha 経営体育成

川 北 2 期 若柳･登米市(石越)
H11～
H27

501.6 5,626,000 61.9% 区画整理A=501.6ha 経営体育成

芋 埣 築館･栗駒
H13～
H25

42.6 558,000 92.9% 区画整理A=42.6ha 担い手育成型

城 下 築館
H19～
H26

37.5 429,400 80.2% 区画整理A=37.5ha 経営体育成（面的集積型）

上 富 瀬峰
H21～
H26

49.5 628,000 51.4% 区画整理A=49.5ha 経営体育成（面的集積型）

（H2４年３月）

▲芋埣地区(ほ場整備)･･･左は事業実施前、右は事業実施後

  ほ場整備事業(農地整備事業）は，せまくて形がバラバラな田んぼを大きな田んぼに整備するのにあ
わせて，用水路，排水路や農道なども整備するほか，換地により，散らばった田んぼなどをまとまっ
たものにし，コンバインなど大きな機械の使用とよりよい水管理を行えるようにすると共に，地域の
農業を将来的に支える担い手の育成と，これら担い手のもとへ農地を集めることにより，農作物の生
産性が上がる効率のいい農業の実現を目標としています。

１.　農地整備事業

管  内  事  業  概  要



２．農村災害対策整備事業

(単位：ha，千円，%)

地 区 名 所　　在　　地 工期
受益 面積

(ha)
総 事 業 費
( 千 円 )

進 度
(H23)

事　　業　　概　　要 備　　考

沖 富 築館
H22～
H27

90.0 1,080,000 55.6% 区画整理A=90.0ha

（H2４年３月）

３.　ため池等整備事業

(単位：ha，千円，%)

地 区 名 所　　在　　地 工期
受益 面積

(ha)
総 事 業 費
( 千 円 )

進 度
(H23)

事　　業　　概　　要 備　　考

上 沼 3 期 志波姫
H13～
H25

283.1 330,000 57.3% 水路L=1,330m 用 排 水 施 設 整 備

沼 倉 ２ 期 栗駒
H21～
H27

3037.1 1,555,000 1.6% 取水設備　１基 た め 池 整 備 ( 大 規 模 )

（H2４年３月）

４．中山間地域等直接支払交付金事業

備　　考

Ｈ 23 年 度 実 績

総事業費
(千円)

86,622

事　　業　　概　　要

集落協定　Ｎ＝７２組織　Ａ＝４６３ｈａ

市町村名

栗原市

自然的、社会的状況の変化により脆弱化しているた
め池等の農業用施設の、豪雨、地震等による被災を未然
に防止するために、堤体の補強等の施設の機能回復を
図る対策を行う事業です。

農地の面積が小さく傾斜がきついなど、農業を営む条件が平地地域と比べて不利な中山間地域等の耕
作放棄を防止することによって、国土の保全や洪水の防止、やすら農業生産活動を営む農業者に対し、国・
県・市の費用負担により、平地地域との生産コスト差を「交付金」という形で支払う制度です。

甚大な被害を受けた地域において，再度の災害発生を防止するとともに，農業用施設等の整備に併

せて，持続的な営農が行われ農地・農業用施設等の洪水防止等の防災機能を十分発揮させるために，

農業基盤整備と農村生活維持施設整備を行い，被災農村における耕作放棄地の発生抑制や農村コミュ

ニティー機能の回復を図る事業です。

平成20年6月に発生した岩手宮城内陸地震により，用水源である荒砥沢ダムが甚大な被害を受け，ダ

ムの用水受益地において用水不足が生じたため，農林水産省は，ダム代替調整池の造成と，宮城県で

は，ほ場整備の換地において代替調整池用地を，創設非農用地を生みだしています。
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５．農地・水保全管理支払交付金

(単位：ha)

地区数

（組織数） 田 畑 計

110 7,163.5 216.7 7,380.2 （H2４年３月）

(単位：ha)

田 畑 計

17 527.4 0.0 527.4 （H2４年３月）

１）共同活動

協定面積
備　　考

※栗原市農振農用地面積　18,529ha　農振カバー率40％

２）向上活動

市町村名

（組織数）
協定面積

備　　考

栗原市

栗原市

市町村名

農地・農業用水等の資源の適切な保全管理が、高齢化や混住化等により困難になって
きていること、ゆとりや安らぎといった国民の価値観の変化への対応が必要なこと、我
が国農業生産全体の在り方を環境保全を重視したものに転換していくことが求められて
いることから、地域ぐるみでの効果の高い共同活動と、水路施設等の長寿命化に取り組
む活動を支援する事業です。
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★活動事例

点検・準備 計画・啓発 実践活動

農地・水
向上活動

(施設の長寿命
化のための

保全管理など)

施設の寿命を縮める
劣化がないか点検

きめ細かな補修，保全の
役割分担

水路の泥上げ

農村環境
向上活動

（生態系の保全，
景観形成など
農村環境を良く
する活動など）

ため池への魚の放流準備 シナイモツゴの保護啓発 田んぼの生き物調査

再利用材による補修による
取水口の長寿命化

水路法面の
カバープランツ

基
礎
部
分

資源の適切
な保全管理

施設の機能に支障が生じて
いないか点検

維持保全活動の
年間計画を策定

水路の草払い

道路沿いに花の植付け

誘
導
部
分

志波姫十文字

若柳大袋 若柳大袋若柳新田 若柳三田鳥

築館八沢

若柳大袋

志波姫荒町一迫曽根

瀬峰藤田志波姫十文字

築館八沢
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６．農業農村地域活動支援

栗原「めだかっこ米」田植え交流会

（栗原市一迫　小田ダム地内）

（栗原市一迫　小田ダム地内）

　平成２３年１１月９日（水），宮城県栗原市
一迫の小田ダム堰堤下で，迫川上流土地改
良区が主催する「植樹祭」が開催されました。
とぐわ，スコップなどで穴を掘り，１ｍ程度に成
長したカエデの苗木を植樹しました。表土が
少なi地形で，大変でしたが，植樹したカエデ
が大きく育ち，栗原地域の水源の保護につな
がることを，願って植樹際が行われました。

　平成２３年9月１７日（土）、宮城県栗原市一迫
の伊豆野頭首工「せせらぎ公園」および小田ダム
で、迫川上流土地改良区および真坂土地改良
区主催の第12回「伊豆野堰祭」が開催されまし
た。伊豆野堰開削に関わる先人たちの偉業に感
謝し、農業の発展に資することを目的としたもので
す。栗原市内小学生，父兄ら170名が参加し，藩
政時代の堰開削を伝える紙芝居「伊豆野堰物
語」と、お米や田んぼに関する学習をしたあと、小
田ダムを見学、ダムの役割や農業用水確保の大
切さを学びました。クライマックスはニジマスつか
み捕りを体験、力いっぱい元気な一日を過ごしま
した

（栗原市志波姫下刈敷地内）

栗原地域の水源を守る「植樹祭」

伊豆野堰まつり

　平成２３年５月１８日　農地・水保全管理活
動組織「下刈敷地区環境保全活動組織」で
田植えを開催。ほ場にメダカを放流することに
よって、安全で安心な米作りを目指していま
す。　１ｈａの大区画ほ場整備で田植機で田
受け作業が行われました。　田植え作業のあ
とは、交流会がありました。
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●自然豊かな風景　栗原管内は、栗駒山や伊豆沼などの自然環境に恵まれた地域です。

●伝統ある文化の継承　栗原は、昔からさまざまな地域との交流を通して特色ある文化が生まれた地域で、今でも
そうした歴史や伝統が数多く継承されております。

【栗駒山を望む田園風景】 【一本杉地区のほんにょう稲乾燥風景(一迫)】
【世界谷地原生花園】栗駒山麓の南にある大湿原でニッコ

【伊豆沼はすまつり】夏になると蓮の花が沼一面を覆い尽く

すほど咲き誇ります。その美しさもｽｹｰﾙも日本一と言われ

る蓮の花の間を縫うように観光用の小舟も出され、ひととき

の間まるで極楽浄土を訪れたかのようで神秘的です。（若

【伊豆沼の冬】1985年水鳥の生息地として国際的に重要

な湿地を保護するﾗﾑｻｰﾙ条約の国内二番目の指定湿地

として登録されています。

【西山棚田】本棚田は、栗駒山のふもとに流れる北上川の

支流である、二迫川・三迫川のきれいな水が流れ、美しい

景観の提供や多様な動植物の生息空間であるなど様々な

役割を果たしています。平成11年「日本棚田百選」認定。

【薬師まつり】杉薬師の由来を伝える祭礼

で、平安時代末期、平泉藤原氏の北の方

（しづはた姫）が難病を患った時に薬師如

来に祈って回復したとされ、そのお礼参りに

と平泉から一族を従えて訪れた行列を再

現したものと言われており、しづはた姫を乗

せた御所車を中心に、当時の衣装に身を

包んだ武士、侍女や僧侶が練り歩くさまは、

まるで時代をタイムスリップしたかのようです。

【東北輓馬競技栗駒大会】７月の 終日

曜日に、東北各地から約80頭が出馬し、

高さ2.5ｍの盛り土のあるコースを300～

1,000ｋｇの土俵を積んだソリを引いて走る

競技です。（栗駒）

【文字甚句】岩手県の「沢内甚句」に似た

明るい唄で、太鼓、笛、尺八、三味線の囃

子にのった農村の情緒豊かな踊りが特徴で

【早川流八ツ鹿踊り】伊達政宗公に愛好さ

れ、毎年、青葉城に来て踊るようにと「行

参」の二文字と伊達一門の「九曜の星」の

紋を許されたという伝統的な踊りです。現

在も町内の２団体が受け継いでおり、各種

【小迫祭（入振舞）】小迫祭りは白山神社の

例大祭で、春の農耕期前の４月第一日曜

日に豊作を願って行われており、献膳、獅

子舞、御法楽、入振舞、飛作舞、田楽舞

などが行われ、源平合戦を模した馬乗渡し

で締めくくられます。古来、この馬乗渡しの

扇の的を手に入れた部落は豊作であるとい

われ、必死に的の奪いあいが行われてきた

ため、一名“ケンカ祭り”とも呼ばれています。

【弥助ばやし獅子舞】起源は元禄の頃、旧

藩政時代と言われており、かつては「打ちば

やし」と呼ばれておりました。獅子舞はお蔵

場（現在の大畑地内）の倉入りの日（重陽

の節句）に、毎年の行事として鎮守の熊野

神社に奉納し、集落内を練り回って、火難・

盗難を疫除したものと伝えられています。

【川崎神楽】流れは目鏡山山伏（法印）神

楽の中の黒沢系小袋交雑神楽であろうと

いわれていて太刀使いが非常に勇壮な神

【清水沢太鼓】創作太鼓として昭和51年に

つくられたもので、その後は町内の太鼓愛

好者が集う「竹峯会」のメンバーによって、

町内外のイベント等で発表活動が続けられ

ており、貴重な芸能遺産として語り継がれ

ています。（瀬峰）

【鶯沢神楽】約１５０年前岩手県達古袋か

ら南部神楽の師匠を招き習得したと言われ、

現在は町の保存会が活発な活動を行って

います。南部神楽特有の台詞の対話で、

喜怒哀楽を現しながら舞を演じます。（鶯

【御所楽祇園囃子】京都の祇園八坂神社

に伝わる御所楽獅子舞と祇園囃子とが合

わせられて、伝承されてきたもので、軽快

な囃子に合わせて獅子が五穀豊穣、商売

栗 原 管 内 の 地 域 資 源
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●栗原地方の見どころ　栗原地方には、農業農村や自然環境に関連した施設や公園など、みどころがたくさんあります。

市・直販店・ﾚｽﾄﾗﾝ＝青色
宿泊･温泉施設＝緑色

①③

④⑤

⑥

②

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
⑬⑭
⑮

⑯

⑰
⑱

⑲
⑳

2

4

457

①築館互市:杉薬師参道にて3･5･10月開催

②サンクチュアリセンターつきだて館

③白鳥省吾記念館

⑤農家レストラン｢百姓村｣

⑥ジョイファーム

⑦伊豆沼ウエットランド交流館

⑧なっぱ市

⑨くりこま寄って店

⑩愛藍人･文字

⑰桂葉清水

⑫ハイルザーム栗駒

⑬栗駒高原オートキャンプ場

⑭宮城勤労者いこいの村栗駒

⑮山脈ハウス

⑱新堤自然公園

⑲イエローハウス

⑳牛渕公園

奥のよりみち

山王ろまん館

2
2
2

あやめの里2
2

旬の市「菜っちゃんハウス」

五輪堂山公園・せみね桜まつり

細倉マインパーク

鉱山資料館

2
2
2
2
3

湖畔のみせ旬彩4

みちのく金成温泉｢金成延年閣｣
3
3

糠塚遺跡3

あぐりっこ金成3

くりはら交流ﾌﾟﾗｻﾞ「ｴﾎﾟｶ21」

彩菜ハウス「姫っこ」3
3

3

こもれびの森 森林科学館

花山青少年旅行村（キャンプ場）

自然薯の館（道の駅）

国立花山少年自然の家

花山温泉 温湯山荘
4

4
3

4

3

4

2

3

2

2

2

3

22

3

324

3

2

4

3

4

4

3

3

3

3
4

398

457

398

大崎市へ至る

岩手県一関市へ至る

秋田県湯沢市

へ至る

登米市

へ至る

栗駒山

栗駒ダム
管理事務所

荒砥沢ダム

くりこま高原駅

瀬峰駅

石越駅

有壁駅

宮城県栗原

伊豆沼

内沼
長沼栗原市役所

花山ﾀﾞﾑ

花山

一迫

栗駒

鶯沢

高清水

瀬峰

若柳

金成

志波姫
栗原地方ダム
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H2 . 作成

『地域が誇るおらほの一景』写真展優秀賞（H20.2.4～8県庁ロビーにて開催）
タイトル：盛夏
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内　　　　　　　容

土地改良事業計画の変更

（内４５６～４５８） 農地・水・環境保全向上対策の推進

Tel：０２２８－２２－２３９８ 農業農村活性化計画等の推進・指導

用地買収補償、換地業務、財産管理

農地整備第一班

（内４５９～４６１）

Tel ：０２２８－２２－２４０１

（内４６２～４６４）

Tel：０２２８－２２－２４０２

農地整備第三班

（内４６５．４６６）

Tel：０２２８－２２－２４３５

水利施設保全班

（内４６７～４６９）

TeL：０２２８－２２－２４５８

栗駒ダム操作・維持管理

Tel：０２２８－４５－１３０６ ため池等整備事業

Fax：０２２８－４５－１３０７ 気象水位及び流量の調査統計

■栗原地域事務所管内市

■栗原管内土地改良区 H24.3現在

所      在      地      等
地区面積

（ha）
組合員数

（人）
理事長名

〒987-2174　栗原市高清水上桂葉２３－１
　　℡0228-58-2059　　　FAX0228-58-3581
http://www7.ocn.ne.jp/~oyamada1/

1,305 1,136 宮内　光明

〒987-2308　栗原市一迫真坂字清水田河前５
　　℡0228-52-2359　　　FAX0228-52-3373

1,149 1,184 熱海　道良

〒989-5301　栗原市栗駒岩ヶ崎上町裏３－３
　　℡0228-45-2222　　　FAX(切替同番号)

95 104 狩野　俊幸

〒989-5502　栗原市若柳字川南戸ノ西４
（栗原市若柳総合支所２階）
　　℡0228-32-7181　　　FAX0228-32-7183
http://www.hakuue.jp/

10,312 8,045 高橋　義矩

基幹水利施設補修事業

農業水利施設ストックマネジメントの推進

宮城県北部地方振興事務所栗原地域事務所
農　業　農　村　整　備　部

宮城県栗原市築館薬師一丁目7番1号

電話:0228-22-1122（代表）　　　FAX:0228-22-0312（総務部総務課）
栗　　原　　市

管理調整班

名　　称 所      在      地      等

班　　　　名

農地整備事業（若柳，栗駒，築館，一迫，瀬峰）

農村災害対策整備事業(沖富）

農地防災事業

名　　称

小山田川沿岸

真　　　　　　坂

西　　　　　　向

迫　川　上　流

農地整備第二班

栗駒ダム管理事務所
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